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仔馬のパラチフス症に闘する研究 1.

仔馬の馬流産繭戚染~ ~こ ~Ì する態度

諸国輔ー

(北海道大挙襲撃部家苦手衛生準設宅:主任 2j'-戸数授〉

EXPERIMENTAL STUDIES ON  PARATYPHOID IN FOALS. I. 

BEHAVIOR OF FOALS AGAINSTTHE INFECTION 、VITH
SALMONELLA ABORTIVOEQUINA‘ 

SlJKEKt位日 H生MADA，.

CFrom the Laboratory of Veterinary Hygiene "and Microbiology， Hokkaido University， 
Sapporo， Japan. Chief: Prof. Dr. K. 1主民生町.)

1.緒言
H.笈験馬技ぴに賓験方i去
m.臨床所見技ぴi亡血液盛化
町.感染馬に於ける馬流産商の検m
V.血清反.fff!
VI.病理解剖所見
VJ[.考按

国.総括

文献

[緒 言

北海道に於ては古くから妊馬問に侍染性流ffi

が猶獄し，殊I'C，1馬産の盛んな東部北海道では民流

産菌の汚染l土高度であって，妊馬の流売に限ら歩、

幼駒苛;の馬バラチフス所謂馬流EF:菌症が多護じ，

馬E告に大きな障碍を興えつつある現献である。妊

馬の{専染性流産に闘しでは既に平戸等:-10)の康汎

且つ系統的な寅験的研究があり，叉幼駒或は成馬

のパラチフス症に闘しでは深野11-11)， }lf;:j可""主的及

び久池井等lG)の寅験的研究がみられる。然し最も

・慌病し易い仔民のパラチフス fii~に関する質験的研

究に閲する報告は未だ見世らない。従来仔馬の馬

流産菌による自然感染例に就いては， 1914年アヌ

リカI'CJj~'・て GOOD and SMITH，17) SCHOFIELD均

等が報告して以来，イギリス，19〉20〉 ドイツJlJ北

浦22)等に於ても報告されている。又 1947年千戸，

讃同23)は北海道に於ける仔馬病例の多数ほお流産

車1によるものである事を指摘し，而も北海道に於

けるffJ!iJの馬流産菌による抗日病室容は欧米各閣に於
けるそれよりも著しく高率で、ある見Jiを強制した。

新の如く仔馬疾病として重要な地位を /~Îめる仔馬

パラチフス症に闘しでは， ，従来系統的な研究が皆

無に等しいMJ(態である。従って仔馬の民流庄司菌に

封する感染態度をI切かにするため， 和、共は生後8

箇月未満の{子馬 19 説者~JIjい， 自然感染法を模擬

して流産胎児胃液或l主流産馬悪露内にある馬流m
iliiの微量を経口感染せしめ，仔馬の感染ー護病ー
鐸死或は快復に至る迄の金過程を，臨床，血液，

細菌，血清反鹿，病理解帝11等の各方面から一貫し

て詳細に翻察した。更に快復馬に就いては一定時

日後に屠殺して関内の保菌~IJ\態を埠及した。誌に

夫等の成績を一括報告する弐第である。(本要旨の
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一部はllri手1122 ~l'. 4 Jj， m 20 111¥ fI本紙皆早合に於
て渡米した。)

H. 賓駿馬弛びに賓験方法

はr":Jr!.~前 2:2 .5 ~Ï!dll，\に陪義的 50mg を力1\ え， 又或

二1可で、はJa義的250mgを耳i.j時に， 犬々少量の燕葬

;双改び

賓験馬として供試したものは 15顕であって，

之等の年齢は生後1-8筒月，有f類は草， !"PA¥中

午及び腕相当三和々であった。感染方法はなるべく

自然i!J\態に近からしめる日的で，感~~~菌としては

体染性流産馬の胎児胃液或は流産馬悪露中に合ま

れるJ馬流産:菌を原材料のまま月jいた。又自然材料

が得られぬ場合は胃液より分離初代の千年通寒天培

長菌を使用した。 感染荷量は自然l~Î敢 50-200 高

例L円液質量 1/1260-1/260cc)を単調に，又或者で

と，思l山巴Uι、われ7たζ1頭(の5由蹴主却)， 及び、感染を軽〈一過性に

耐過したとJ目、われた 3iiJl (9， 10及び 12披)に封
しては，第 1次感染寅施後 12-32日を経て11!に第

2失感染を質施した。感染施行後は臨床，血液，

制菌及び血清反応の函iから症献の推移を観察し，

更に自然姥死及び殺底分後は馬流産菌の関内分布

を詳細1に検索すると同時に，病現知f(，剖所見をも検

討した。

質験馬の蹴要は第1去に示す如くである.

‘自Pち感染施行後の特fF.1~は，敗血痕死を遂げた

番

披

第 H異質験

絞日投典商政叉は商量 縛

』背01o I酔| 刻|空理¥lliltI1竺~_I2 I 敗血症死
2 [ 銚 |グ|仲 53[ 50日液1/1260cc.) 37 敗血症死〔

-;-[工会一戸両手 67[ 100高〈胃液I1Iの0∞) [ 20 i帥仇
・4[美栄01 グ 1 グ I 156 r泊O高〔肖波 1/2のc<<.) I 45 [ 敗血症死(殿場合併〕
5 I保安卜i純白l次 1541 200~ (~露 2ω l“! 

(第2衣 1“I250mg 1 54 1 敗血症附欄，殺

鯖

6帥苛O[早(酔 2ω[ 25Omg 1 II [地症状欄，殺(都路合併〕

71白山1-1-'"1 三!??必胃液 1/2520mゴ三里竺
8 |陣束宵士01 グ| グ 9児引企川l均却O誌〔滑胃波恥l尉胸Oc叫巴ω) 1 3幻7 1 同 上

Jゴ1竺出1二ゴl土九i2:l♂2L i閣土計lf宣2殺
[附里プ些E十グ一干I次灯川川…川Iげ問叫小山7刊叫小…一4刊引巾|い同2おF

|第2*次 l州9何予パ| 加 n咋I . 1 36 I mt主竺
1I1成麗|甲 1終 .178[ 2∞寓(怒霧 2ω [ 61 [同上
|奈 J l 日 ;第 l次 2001 250mg I 74 I耐過
に三i ， 第2次 2321 250mg つ7巾志殺
1η3[い八千代州1o [ 重 3判θ引[10∞O高(滑胃波 1山/μl胸0
141片古 舞配1!' 川i哩竺竺j 伺 lい川1ω削0ωO高(滑同 -上¥:) 初れl溶瀧迩叩哲抑郎町陥炎による敗 疲
15[戸蔦|什中学| ラ21 100高百三) [23 1箱根による衰弱死

h 
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もの 4頭 (1，2， 3及び 4蹴)，欧血症扶持鎖中を

屠殺Lたもの2頭(5及び 6披)，一旦殻病後快復

した後屠殺したもの6頭(7，8， 9， 10， 11及び 12

披)でるる。た必 13，14及び 15披の3頭は何れ

も自然諾死したが関内からは時流産菌を検出し得

水 2頭(13及び 14披)は他種菌による政血症死，

1頭(15競)は柴養不良による表弱死なる事が確め

られた。な必1， 4， 6， 8， 10及び 12蹴の6頭は，

局流産菌菟疫血清を以て本菌感染に封する旗防及

ぴ治療試験に供したのでるるが，本篇に於ては皐

K之等質験馬の感染護病の態度を記載するに止め

免疫血清の感染防-禦力及び治瞭効力に就いては後

続rz:於て詳細に報告する7象主主である。

1. 臨床研見詰ぴに血液型化

体温:感染貰施後に於て護病を現わす主要友

臨床所見は設熱である。との護熱態度をみると，

微量菌投興例では一般に護熱迄の潜伏期は童文日以

上を要し， 2，4，8及び 11競馬は夫々 12，6， 9 

:&び 11日を示した。之に反し 5披 1第2共感染

時)， 6， 7， 9 蹴(第 1 弐及び第 2~(感染時共)， 10及

び 12披同の虫nき大量菌投興例では， 菌投興後f1t

きは翌日， illーくとも 3日目には護熱を示し，恰も

静脈内接種時に見られるような護熱態度を示して

いる。但し 1及び3抗馬の如〈絡始顕著な護熱は

たいが不rE熱を示し，迭に欧血症死を逢げたもの

も少数あった。1.主主云 9，10及び 12蹴の 3頭に於

て第 1~欠感染を耐過した後，同一菌量を以て第 2

弐感染者と賞施したととろ， 10及び 12蹴隠は杢〈

無熱に耐過したが9蹴同のみは第1共の場合と殆

ど同様な護熱態度を示した。

各例をj邑ヒ護熱時に於ける最高間i毘は徐りrmi
度でなく最高 39.4-40.70Cで・あった。

Eえに熱型に就いて各賞験1例を観察するに，必

やしも単一ではなく，個憾により夫々の熱型を示

すのであって，大f盟主えの如き 4つの傾向に直分ず

る事が出来た。 QPち (1)暫時熱乃王稽留熱を示し

たもの， (2) 最初暫時熱)~~砧1留熱を示した後弛張

熱に移行したもの， (3)終始弛張熱を示したもの，

{4i著しい護熱はないが，不正熱を示したもの等で

ある。然し之等の内 l11及び(2)に属する熱型が最

も多く見られた。

第 1闘に示す如く， (1)に属する例は 2，7， 8， 

9(第1弐及び第2共感染時共y，10及び12蹴の6

頭である。然し之等のものを更に詳細に検討する

と， 9， 10及び12抗馬は 3-10日1mの定型的暫時
熱乃至稽留熱を示した後熱が分利したが，雨後。

樟温は生理的の範閣内に於て格始相官度の日差を

示してその最大は 0:8-1.80Cであった。又2及v':

8 競馬は暫時熱乃~数日聞の稽留熱を 2-3 (i}J連続

反復して平温に復師し， 7競馬は 8日聞の稽留熱

を示した後一旦熱が分利し 2-3日を経て再び、微

熱の範国内で不正熱を 7日間韻けた後千温に復し

た。 (2)rz:属する例は4，δ及び11競馬であって夫

々20，4，5日間の暫時熱乃至稽留熱を示した後，

5蹴馬は定型的に 4競馬は非定型的ではるるが

共に絡始弛張熱を示した。然し 11競馬のみは弛

張熱を 8日開示した後正常に復師した。 l31の例は

6蹴馬であり， (4)の例は 1及び3競馬である。然

し(41の例を更に検討すると， 1競馬は生理的陸温

の範囲内ではあるが日差が大であって，その最大

は2.7
0

Cに建し，築死する迄とのHJ¥態を持績したc

又3競馬t土岐に菌投典前より屡々微熱を呈して必

り，菌投興後も接種前と殆ど大差の泣い不正熱を

示したまま経過した。

以上の熱型から7象後を判定すると， (1) rz:JJす
るものは大惜良性， (2) rz:属するものは良及び不良

相宇ばし， (31及び(引に属するものは共に不良で・

ある。又各町例の最大目差は(&血症死若しくはi&血

症状を持続したものに於て， 2競馬を除外すると

1.5-2.70Cを示し， isTH晶例の 0.8-1.80Cに比べ大き
な日差が認められた。

服戴:脈童文は膿i且に大膿比例し，熱上昇時に

は平行して増加した。然し 7，8， 9， 10， 11及び 12

競馬の如き耐過例は，自豊温の下降と共にやがて菌

投興前と何等差異の認められない服敢に快復した

が，敗血症Hえの持続した例で、は，或者は次第に増

数傾向を示し (5及ぴ6蹴)， 又或者は異常増童文を

継続し (4蹴)，又或者は難死前急激に増致した (1，

2及び3競}。

結膜:限結肢は護熱後何れも例外なく不潔.と

なり，而も多くのものは黄色を帯びる。又或'?l・は
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@ 

.1廊熱型と白血球曲線
〔誌] 箇中の母印は血中よ日の菌検出を示す。
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充血，浮腫性となり次白色1I民賦を漏出した。斯る

所見は深野町めの観察と大樫一致する。

その他:友必2競馬は菌投興後 19日日， 護

熱後 7日目に熱痛を件なって右前球節が腫脹し，

健全主主左前球首iの周回 23.2cmに比し 27.7cmを

示したが， 14日後には自然治癒した。又6披).!Jは

菌投興後7日日，護熱後5日目に左側審EP部が熱

坊を仲怠って7民主性に手掌大腫脹し，更に 3日後

には右側も!毘大して小児副大となり組立不能に陥

った。

血液所見:血液鑓化に就いては赤，白血球童文

θ増減，白血球像，赤血球沈降速度等を主として

観察した。赤血球童文は護熱時軽度に減少しやが

て替に復するものもあったが(9，11及び 12Eve)， 

z号ゐ

刊Dtt

F 号.~

ケ号.~

大部分は;J(第に減少する傾向を示した。

血色素量は護病初期に赤血球敢に大館比例し

て減少するものがあったが，中期以降は何れも減

少を続けた。

赤血球沈降速度は護熱時幸子しく尤進じ，繭後

は病の軽重につれて勤格した。

白血球に闘しては特に著しい控化が認めちれ

た。 自Pち6-12日の潜伏期を粧て護熱した概量菌

感染例(2，4，8及び、 11蹴)は， 何れも護熱前白血ー

球童文の勤特は殆ど見られないが，護熱をi\l~機とし

で缶激に減少した。第1r!舗に示す如く， 2競馬の

みは護熱中依然として減少症を結け，下熱後初め

て増多症に特じたがj 4，8及び、11蹴同は護熱朗

の建中から次第に増多に特じた。但し感染賞施時

10 " U IJ岬 ，，16f71g 19ぉ212223.2/1.2'i-2/，271 

/2 号馬

第'2 阻 A
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からW/:Kt段熱があり，菌投興後も不正熱を示した

3競馬では，白血球主主は最初から漸時増加lした後，

死期切迫と共に減少症に陥った。多量菌投興例(5

=第25た感染時， 6， 7， 9， 10及び12蹴)では護熱

時何れも例外えにく白血球減少症に陥るが，熱の下

降と共に増多症に押すτるのでLあって:1-平f王戸等宮戸河〉

が妊馬及び

翻察し7たζ白血球童敢tの鑓化と軌を一にしている。増

多症に騨じた後は，症AAの軽快する良性経過のも
の (7，8， 9， 10， 11及び 12披)では夫々一定の期

間を経てrE常値に復師した。然るに政血症死を鎧

げたものや死の.芭然屠殺した諸例(1，2， 3， 4及び

6蹴)では，瀕死期に念激主主白血球減少症が認めら

れた。7..記ゐ敗血症献の長〈韻いた4及び5抗馬で

は白血球の増減が著しく動指した。

以上の如く菌投興時及び敗血症欣を起した際

に見られる白血球減少症は，流血中に菌の出現ず

る時κ一致してみられる現象でるって(第1回参
照)，その闘連性に就いては細菌所見の項に於て述

べる。

友会第1次感染を耐過した9，10及び12競馬

.2圃 B

に於て，第2失感染を寅施した際 10及び12競

馬では熱型位ぴに血液訓見は無捷化に止まったが

9抗馬のみは第 1共感染の場合と全く同様の反臨

を呈した。

Eえに白血球像に就いて検討するに，白血球細.

激を左右するものは好中球でるる。護熱時白血球

数の減少に平行して減少するものは好中球就中分

節按球εあるが，梓核球は相11的に増加する。共

で白血球士宮多症に特じて分節核球の増加する際，

梓按球の減少する傾向を示したものは 7，8， 9 (第

1共及び第2失感染時共)， 10，11及0:12蹴馬等の

快復例でるって，斯る推移を示すものは強後良性

である。之に反し梓按球が依然として多数を示す

もの(2，4， 5及び6蹴)，或は漸共増加lの傾向を示

すもの(1及び3挽)は議後不良な経過をとった。

淋巴球は好中球に大関逝比的に消長する。草

球は梓核球に大陸上七例して増減する傾向にある。

以上白血球所見の代表的なものを闘示すると

第 2闘の如くである。

以上臨床詑ぴに血液盤化をIJ、括すると次の如

くになる。 gpち護病蛍初の主要な臨床所見は護熱

IICJ ♀5 50 55 60 65 

t 
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と脈敢の増加であり，世舟\ß与にほ I'f血球減少打i~ を

wない，之に一致して流血中に前が凪々検IHされ
る。，而じて感染賞施後之~F症候が設現する迄の期

間は，大量菌投~#l例で怯 3 円以内，微量高i投興例

では 6日以上であり，白血球数は潜伏期間中殆ど

動指を示さない。殻熱後の熱型は，投芦L菌量の多

寡によらす~， 翠に暫時熱}~~稽留熱を示すもの或

は暫時熱乃至稽留熱より弛張熱に移行するものが

普通で‘ある。暫時熱乃至稽留熱期間中，白血球数

は減少を示しているが，熱の下降と共に増多に特

歩、るものが普通でるり，弛張熱を示すものでは白

血球童文も著じく動揺する。而して護病を耐過する

ものでは戎第にE常敢に復師し，欧血症死を途げ

るものでは瀕死期著明な減少症を呈する。臨床上

から議後を判定すると，長期間弛張熱を示すと同

時に日差が増大するもの，又脈童文が増加する傾向

にるるもの，及び白血球教が減少し而も梓核球が

分節核球によkし相封的に増jmしているものは，強

後不良の如く見交けられる。

日 感染馬にがける馬流産菌の検出

生前に禁ける細菌所見:菌投典後連日に亙っ

て血液，説，尿及ぴ鼻腔内粘液を採取して時流産

菌の直接及ぴ増菌培養を行った結果，第2表に示

す如き検出成績を得た。

gpち血液中にJ馬流産菌を検出し得たものは 1，

2， 3， 4， 5 (第2次感染時)， 8及び9(第2失感染時)

競馬の 7頭でるる。之笥;の菌検出欣態をみると，

3及び8競馬は菌投興後最初の殻熱直前， 2及び4

競馬は護熱直後， 5及び、9披馬は護熱後 2日目に

検出され，市も 2 及び、 9 蹴馬は~経過を通じて僅

か1同検出されたのみである。以上の成績は，菌

投興後最初の護熱の直前及ぴ直後には，流血中に

菌の侵入する可能性が大でるる事を示している0

8競馬では前後2回の検出に止まったが， 1，4及

び5競馬は雨後も屡々 桧/:1¥され，特に 1及び4披

J馬では殆ど連日菌を検出している。 3競馬は掠l死

期に至って再ぴ検出された。友会流血中に菌が検

出される時は，殆ど例外主主く膿温の上昇と白血球

数の減少が現われる。 ~pち前述の臨床所見位び、に

血液鑓化の項に於て，鰐iAitの上昇に一致して自民L

球減少打i:を旦するという事は，血液中に閣の/1¥現

している事を意味し，此の現象は特に 4及び、5蹴

却に於て繰返し明瞭に観察された。(第1同参照)

義名~中に菌を検出し得たものは 1 ， 3， 4， 5， 7 

及び 11抗馬の6顕である。之笥;の内7競馬のみ

は，菌投典後翌日に1伺検出されたが，他は何れ

も護熱後の時期に初めて検出された。その頻度は

3及び、4競馬の如く菌血症の持続した例では多か

ったが， 1， 5及び 11競馬では 1阿のみに止まっ

た。

成中に菌が検出されたものは 3及ぴ4競馬で

あるd 之等は共に護熱後の時期に，前者は数~II連

績して，後者は 1岡のみ検出された。

鼻腔内に馬流産菌を検出したものは 7競馬の

みであって，而も菌投興翌日 1阿のみ|場性であっ

た。

以上の成績から，感染後馬流産菌を検出し得

る時期は，血液に於ては菌投興後最初の護熱直前

及び直後であり，更にl&血症の総額するものに於

ては，血液は勿論，糞及び尿中にもかなりの頻度

で菌が検出される事を知る。なゐVfe血中に菌が出
現する時，ヰ与に菌投典後初めて血中に菌がfH現ず

る時，之に一致して白血球教の減少及び護熱が認

められる。

殺又は艶死馬に於ける馬流産菌の体内分布:

敗血症死を遂げた4頭と共にi敗血症献を持

績した2頭及ぴ快復と認められたもの 6頭計8頭

を屠殺して，館内に於ける馬流産菌の分布;11¥態を
検索した。之噌;の内，菌を検出し得たものは 10頭

でるる。 ~pち第 2去に示す如く，欧血症死を遂げ

た4頭 (1，2， 3 及び 4披)及ぴftt血:fIi~欣の持続し

た2頭 (5及び6蹴)では， 各臓器，淋巴節等全身

的に菌の増績が詮明された。然るに快復したと認

められる 6頭の内4頭(8，9， 10及び 11披)では，

感染施行後36-61日自に屠殺した結果，僅か 1-2

箇所の淋巴節に本菌を検出し得たに過ぎや，他の

2頭(7及び 12披)では菌を全く検出し得なかっ

た。後者の2頭は菌投興後58及び42日目に屠殺

したものである。

以上より鰐内菌分布欣態は，投興菌量の多寡

とは無関係で・あって，敗血症死叉は敗血症持続中
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〔徒J 1.生前欄に於ける般字は商投典後の日吸を示す。

2，生前及び死後欄に於ける。印は直接-培養による商検出を示す0

3，死後欄に於けるく…淋〕は(・・淋巴i節)の省略である。

4，死後欄に於けるìW化1~;名は í~\該部íl!MI'英の骨格である O



演lH-1f馬白バラチフス症に測する研究 1. 国

のものでは，全身1'1りにiJ!，jが哨航しiリjかに Tプス性
疾患を惹起しているが，耐過快復したfi許例では感

染後1-2筒月で， ~宅かに少数の淋巴色mに菌が~.u局

してしまうか，或は全く骨豊iヌすから消失する事を知

る。

V.血清反鹿

感染施行後，以上の貰験mに就いては連円採
血し，擬集，沈降一及び古IH拍車i;イヤの3和血清反!庄の

jI¥現泊五ーを視察した。擬!{J反!庄の成松を/，'fJI示すれ

ば第3闘の立fIくである。

第3掴凝集反!限のU1現iW主主

〔註〕 問中の数字は寅験馬の番放を示す。

@pち(1群).感染後凝集素の1宅生著[1月で，速か

に~jt毘集慣に悲したもの(:1， 4， 5， 6， 9， 11及び

12披)， (2 '11干).説集索の産生微弱なもの(8及び10

枕)， (3 ~昨).殆ど凝集素産生が認められないもの

(1， 2及び、 7蹴)守"凝集素j宅生の態度は大関3群

に大別し符る。第1'1洋に属するものの内，敗血症

死を逢げたものか，或は敗血症~fJ\の持続しつつあ

りた例 (3，4， 5及び、 6披)では， 説集慣は夫々

1:3200-25600に悲した。叉感染後速かに 1:3200 

-12800迄上昇した後，比較的短時日間で下降L始

めたものがあり， 4Eに9y虎馬の如きは 1:3200を
2-3日間保持した後漸次降下し，約40日広してfl}

び、1:50科!ltωfllfliLとなった。とのような傾向を

示した :i副(U， 11 及び、 12~党)は， 仰れも一過性

に渡的を耐過したものでるって，菌投興後 42-61

日円に屠殺した際の関内菌分布を見るに， 9及び

11披民では僅か 1-2i体巴節に限局するに止ま

り， 12税局はやすれの部位からも菌を検出し符なか

った。友会 9 抗馬に於て，第 1 次感染寅施後擬~

慣が一旦急激に 1:3200迄上昇し， jBの後1:1600 

に下降した時期1に更に第 2~欠感染ã::寅施した結果

臨床及ぴ血液境化の上からはIV~かに十I}殻病のおi~候

を現わしたが，凝集i買は少しも増強する司王なく次
第に降下し始め， 約 1何月後には 1:50秤二度の凝

集1ftとなった。第2:i洋のものは臨床上明かに殻熱，

血液鑓化をf'ドない護病と確認されたに:f{iJわらや，
凝集ー慣は最高1:800程度に止まった。本，併に属す

るものは 8及び 10競馬の 2r頂でるるが， 之せ;は

臨床所見の上からは琵病を一過性に耐過して良性

経過をとったものであって， Eii投典後 36，37日
目に陣内菌分布を検索した結果，雨例共1-2淋巴

[iiから菌を検出し得たに過ぎない。会i}3 ~it'fに屈す
る3頭 (1，2及び7披)は臨床及び血液所見上明か

に殻荊し，然も 1及び2競馬は夫々菌投興後 12-

37日の経過左以て敗血症死を逢げPたにも ;)hJわら

す"蹟集慣が全く土井しなかった例である。但し

79支局は費約を一過性にl前過し感染施行後58日
目に屠殺した所，関内何れからもriiを検出し得な
かった。市して之年の第3:併に属する 3闘は，イ"J

れも生後31-62FIの仔.I.!5でるる事は十i:11すべき貼
でるって，斯る生後日教の少いものでは，死菌ワ

クチン需を接種しでも説集京産生は樹めて貧弱で

ある事から，生後短時日のf子lSでは凝集素の産生
能力が未だ充分に護法:しないもθの如く併せられ

る。

次に沈降反肱に就いて視察するに，旋集反庖:

.と同様， 1， 2及び7税局を除く他の9頭は何れも

沈降素の産生が認められた。又感染馬の初日開結合

反肱は， 殻病した全J~J 12頭何れも|場性反肱を呈

した。而して 1，2及び、7抗馬の女n(，凝集及び、沈

降雨反肱は全く陰性なるに拘わらや，布n間結合反
肱のみが陽性を示Lた4j'i.は，生後日教の少ない仔

IGの馬流1空菌感染を診断するに首って，注目すぺ
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き則と考えられる。

;)(に 3 相血7~j- l支 Ill-:の 11'.現消長態度~比qi交して

みると， 3杭反肱の殆ど同時にIH現したもの (3及
び12~iÎ)，又説集反!@{先・-t' 1:U現し， 2-3日遅れて沈

昨及び柿惜結合反l監の現われたもの (4，5，6，9，1ο

及び11競馬)，柿鵠結合反肱先歩出現し， 凝集及

び沈降反肱の遅れて殻現したものの続)等， 3積

反肱の出現時期は必十しも一致したい傾向を示じ

た。之等3種反臨が出現後，各反鹿の共に増強を

示したものは 3，4，5，6及び、8競馬の5頭であり，

他の4頭ほ伺憶によって夫々消長の態度を異にし

た。例えば一旦出現した3種反聴が比般的短時日

聞にiE常値に復師若しくは下降消失した2頭 (9

及て;::10~党)に就いてみると， 9披馬では出現し始

めてから，凝集反IA¥がIE常fj主に復する迄に要した

日教は 58日， 沈降及び布Ii惜結合反l!bJ.が下降泊失

する迄に要した日童文は夫々 41日及び68日であり

10~党馬で、は擬集及び、fi日開結合反肱約 40 日， 沈降

反応50日を要した。

以上を小括すると，殻病馬の凝集索出現!IJ¥態

は著明なるもの，者:明ならざるもの及び全く tH現

せざるものの 30に大別される。著明なるものの

多くは敗血症献を起したものであり，著明ならざ

るものは感染を一過性に耐過し，且つ感染賓施後

1筒月徐で菌は殆ど韓内から消失し，健か1-2の

淋巴節に保菌されたに過ぎないものである。蹟集

素の全く出現せざる例は，感染を一過性に耐過し

たか，或は重15感染を蒙り遂に敗血症死を遂げた
病例であって， 何れも生後62日未満の新産駒で

るる。 2主主子旗集反腔;の高騰した諸例では，雨後短

時日間でイ正下を来したものと，然らざるものとに

匡別された。前者は感染を一過性に耐過したもの

にみられ，後者は敗血症欣を呈したものに於てみ

られた。沈降及び布1I瞳結合反躍:は， 2，3の例外を

除くと， 1境集反肱と大¥Wl平行してIH現じ，多数例

に於て鼠集，沈降及び市IJ鰹結合反肢の順に出現し

たが，その消長は桐障によって異主主る態度を示し

た。 なゐ生後 62日未満の新産駒で殻病したにも

拘わらや，擬集及ぴ沈降反癒の陰a性を示した3頭・

が.布!i酷結合反肱のみ陽性を呈した事は注円にfi証
する。

V卜病理解剖所見

寅験!.f，の艶死例は勿論，護病耐過例も総て感

染寅施後一定の期日を経て夫々屠殺し，病理解剖

率的観察を行った。

7， 8，9， 10， 11及び、12抗馬の虫nき一過性に琵

病を耐過した諸例では，何れも感染寅施後 40-60

日の経過を以て屠殺し陣内に於ける病挫の有無

を検索したが，殆ど特記すべき所見な<.僅かに

共通用・見としてP氏紋の腫脹を作なう慢性カター

ル性胃腸炎を認めたに過ぎない。なゐ7蹴馬では

封勝中部以降のP氏板の脆脹充血が特に著明であ

り11抗馬に於ては大小腸粘膜に小出血斑釘i:ぴに大

豆大前後の寄生命l~t化膿位争fiEijがみられた。

敗血症死を遂げた 1，2， 3及0:4蹴馬， 又股

血症HJ¥を;j'!i'*責して瀕死に陥うた時殺底分した5及

びG競馬に於ては，第3去に示す如く，中等度の

侍染牌， P氏板の腕大をf'1'.なうカタール性腸炎，

全身特に腸管及び腸ftlJ脱淋巴節の腫大，肝腎の中

等度以上の掴1節目重脹，雨心室の蹟張比ぴに心筋の

i図濁等の共通した所見がみられた。な;j;;-J-.記所見

以外に 2枕.U';に於ては右前球節は護病後腫脹し

関節炎症航を呈したが，殺時u重脹全くf自失しその
関節嚢及びj骨液にも援化なc只深指屈腿々鞘部
に少許の融制r~素様物を附着しているに過ぎなかっ

た。 4競馬に於ては右蹴股閥節に於ける股骨の臼

官官雨冠部骨折による枕臼，立主びに同股骨前面に於

ける小児頭大膿協の形成がみられた。 5競馬に

於ては 10x 20 crn大に化膿した前腸間膜根動脈

癖，心筋の11¥血p 院i!.比炎，筋問の柴液浸潤主主び、に
脂肪札織の勝椋控性笥;がみられ，又~腸中部，廻

腸，背腸及び:'"fi下厨結腸*-(i!~!~大豆大の寄生動性

化膿性結節が散見された。又6蹴馬に於ては左右

雨側の審甲部が小児頭大i乞腫脹し，その内部は海

副i質椋となって淡黄色透明柴液を多量充i繭してい

アζ。

以上を要するに，良性経過を以て馬パラチフ

スを耐過した諸例で、はi感染宣施後40-60日の病

王ffi解剖l所見として，胃腸特にノj、腸に於ける P氏板

の腫脹をwなう慢性カグー}v'性炎が共通せるもの
であり，又カグ{ル性腸炎は各敗血症例に於ても
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第 3表 敗血症死馬及び敗血症状持顕.l!&の病理解剖象的診断一覧

1競馬，脊 2競馬，錦 3競馬，止若

J.肝腎の高度の
lト.中等皮の傍Z染奈牌 11.張右i岡詑濁，心巴 心筋i嗣濁臆脹 2.腎の中等l交のi図 びに の

2.中等皮の傍染 i謁
勝 3.5li.急性胃峨 2肝腎の珪の萎
3.中等1賓のカタ 縮技び 質の

ーノレ性胃腸炎 4.様全民身主膝淋巴節の髄 i嗣濁

4.淋全身節特に腸管
3.中学度の縛染碑

巴のI重大 5.爾心室の機張立立 4.高度の慢性カタ
びに心筋のi困i認 ーノレ性胃小j度陽炎

6.急性出血性勝脱 強詑ぴに中等の
炎 胞炎

7.急性気管枝炎 5.全身i株巴節の腿
8.全身の欝血 大

6.中等度のカター
ノL性肺炎

7.高度の股骨惨模
髄

認められた。たゐとの P氏板の腫脹をi宇なうカタ
ール性腸炎は，久池井笥p6)の3歳馬に於ける大量

の馬流産菌を経口投興した寅験例に於て，また演

出9)の妊馬に於ける微量産i粧ロ感染例に於ても観

察されている。更に又第2去に於て，又久池弁当;

Zの及び讃同9)e:>報告に於ても示すがlく，斯る腸に

於ける病援部の粘膜からのみたらや，蛍該部を支

配する腸間膜淋巴管及び淋巴官iiからも馬流産菌が
検出されている。特に久池井等1(;)は菌投興後 1週

間の間隔を置いて感染馬を逐次屠殺し，各馬の病

理解剖墜的援化誌ぴに酷内菌の分布欣態を検索し

た結果，剖検上消化管特に小腸に著明な鑓献を目

撃し，而もその病援は第1週日屠殺例に於けるよ

り第 2 週日屠殺例に於て者~IりJ I'1:/:I\現したが，負í~ 3 

週日以後の屠殺例に於ては軽快の微を示している

事を記載し一方，膿内菌は第1週日の屠殺例に

於て専ら小腸管内容及び前腸間膜の淋巴管及びj体

巳節に，第2週日屠殺例に於ては腸管内容，腸間

膜の淋巴管及0:1件巴首iのみならす-;.;，更にその他2，

3の淋巴節に検出したが，第3週日屠殺例では僅

かP氏板及び腎臓の 2f/iif9i'に於てのみ検出し，おiC
4及び、 5週日屠殺例では全く検出する事が出来な

かったと報告し馬流産菌経口投興時lZ::於ける消

化管の病授と技興薗の艦内への侵入経路との関係

4競馬，美築 言競馬，保安

1.骨右折後肢臼節複縫
化動膿脈性痴前腸間膜 腺

'2.右股骨前面の小 根 2.濁肝腫腎脹の中等皮i困
先頭大膿蕩 2.雨.c.、室，t¥筋の機張主主
3.中等度の傍w!隣 びとに出血 のi図i濁 3.傍染勝

4.肝腎腫の脹中等度の
i図濁

3.慢ノレ性小腸カター l1|4.娼2カ・ターノレ性胃腸

5.筋右の織aのb室張i図主i濁の主中等皮 4.全身淋巴節の腿 5.腫腸大間膜淋巴節のぴに，t"
大
5.傍染勝 6.心、筋のi国濁

6.中性等気度のカター
6.肝腎のi締罰鹿股 7.肺の欝血性浮麟ノレ t子・枝肺炎

7.中等皮のカター 7. s'華航炎
ノL性小!湯炎

8.立筋立び肉のに紫脂鐙肪性i夜組浸織潤8.腸間膜淋巴節の
盤大 の際様

9 寄結Z腸E粘節生廻a膜，位のゆ宣化d，陵立大結位

に就いて何等かの示唆を興えている。

以上，馬流産菌経口感染馬に於て，剖検上特

に消化管の病援が殆ど共通的に認められると同時

ι 菌検索の結果，常該病境部粘膜からのみ友ら
や，之等消化管に通す=る淋巴管及び淋巴簡に投興

薗を検出し，而も消化管の病援が重度である程菌

の検出部位が多くなるが，病鑓が軽快するにつれ

て菌の検出部位も減少して行く成績から，餌食さ

れた民流産菌は先十消化管粘膜にー鹿或程度の病

援を惹起し，之が端緒となって菌の消化管淋巴道

への侵入増殖が起るものの如〈解される。 2主主旨又

民流産菌経口感染馬にあっては，第2去の成績や

王子戸等，6)積回，9)久池井等16)の報告の示す如く，

届桃腺，咽頭後i林己主(ii，顎下i林巴首i，前頭淋巴節

等からも薗が検出される事から，口腔粘膜，咽喉

頭粘膜及びその近接淋巴節も亦重要な菌の控内侵

入門戸θ一つでbるものの如〈思考される。

四.考按

以上の寅験は，生後1-8箇月の仔民を用いて

時流産商を樹めて微量或は有i大量に経口投輿し，

貰験的に仔馬のパラチフス症を起さし占うて，感染

護病とその経過途上に於ける仔馬の態度につき追

及を試みたのでめる。 賞験J同15iiJtの内3頭を除
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〈他の 12ID~は， 血液その他の排il!t物中に於ける

除流産量iの 11\現1~ì 長等により，民パラチフス~I'，!を

護約したものと認定するのであるが，その症欣及

び経過は1fM障によりかなり異なった態度を示したa

(!pち12頭中 4頭はI攻血症死を遂げ.2頭は敗血症

献を長く持績し 6頭は殻病後軽く一過性に諸症

AAは消散して耐過快復するに至った。而して之さ$

eの経過は感染菌量の多寡とは無関係であって側憾

の抵抗力の~~~異に大きく左右される事を知った。

殻病の~ì::..たる徴候を鼓熱とするならば，大量菌投
興例は一雨日にして既に護熱をと示し，恰も静脈内

に菌を接種した如き護病態度を示すに反し，微量

菌を投興した諸例は， 何れもか12日の潜伏期を

以て最初の護熱を示した。而じて最初jの護熱の直

前又は直後には，流血中に菌の出現したものが多

く 7頭に於て此時1英期tI明Hに

た。(!fJち護病の初期には一般に蕗i血症を惹起する

傾向がある。強熱時流血中に菌を検出し得なかっ

た5頭に於ても.1議iは敗血症献を持続し，他の4

頭は何れも耐過a腕復したが屠殺時に於て関内 1-

2淋巴首iから菌を検出し得た事より， 首然或時期

に流血中へ閣が佼入した:f!tが推定されるのであっ

て，流血中に蕗iの出現する量及び時1mの闘係によ

ワて培養上之を捕捉し符ない事もあり得るととで

あろう。

今仔時パラチフスの官邸内の有無を診断せんと

欲するならば，先す=熱型~pち暫時熱，務官熱，弛

5長熱唱:に官;むしクくで血液の縫化印ち殻熱時に於
ける白血球減少点'，!及び之と-'1'-行する梓桜球のまけ力n
に民意すべきである。 yiに血m診断tょとしては凝
集，沈降，ネIlJ骨駐車Ji合の 3和反lEはやi}れもIfiii11J ff( lIll 
aうるものと思考、される。感染後擬集素の11¥現態度
はy 出現顕一詫:なるもの.H¥現事ii度なるもの或は全

(f-H現なきもの等に区別され，而も誠柴素の全く
11¥現しなかった :1yM乙於て 2到は1&血Fι死を遂
げ 1頭は耐過したので、あるが，之等:::ÿJ~は仰れ

も生後1-2筒!一j程度の新庄駒であった}"Ji.はj主日す

吋き駄で、あって，生後1前月内外の位以{子l誌にIS

流産菌死iliiを接和しでも，蹴集主i毛産生は極めて微
弱でるり，従って生後短時日の仔馬でlil長柴素産

生能力が未だ充分設辻:しないものの虫JIく併科され

る。但し斯る説集量誌を説明し符・2主い感染防に於て

も，布lJlmMi合抗慌をよく説明しl'J.tc:J:Ji.は，仔mパ
ラチフスの診断上，本反!自(の肱JIjtCl1I'在ある事を思

わしめる。ゑゐf五，I!.~のパラチフス症を診断するに

首って注意すべきは，血清反!底|場性を示すものの

中には，自正に耐過快復したものもあり，又症f!J(の

持績するものもるる事であって，その診断には臨

床，血液所見共の他の注意深い観察を必要とする。

VI.綿指

生後31-240日の仔路 15頭をmぃ，より流産菌
の経口感染試験をi試みた結果 3頭は他原!日で鎗

死したが.12頭に於て防パラチフスの殻病が見ら

れた。之等の感染尚に於ける各種所見を総括する

と次の如くでるる。

(1) 感染菌として‘流産胎児胃液或は流産民主i};

露を原材'~E午のまま用いれば， Ej流産è~H品i数 50-200

高償I(宵i夜質量 1/1260-1/260cc.)の虫1Iき微量を以

て仔民を感染せしめ符る。斯る微量~iを経口投興

した9m1の内5頭が感染護病し，その内3頭がj皮

血症死を逸げた。(第 1表参照)

(2) 培養菌250mgの虫fJき大量車:j，或は(自然

菌22.5南側+培養i'ii50 mg)の如き打i大量の菌を
投興ずれば，必歩、議病ずる。との際護病を一過性

に耐過したものが4頭. ~段血症死を遂げたものが

1頑， 敗血症献をi'!i続中1象後不良と認めて屠殺し

たものが2顕である。(第1去参照)

(3) 感染仔応に於ける抗日i/kの軽京，経過の良

否は，感染}副長の多寡によるものではなく， {[I;¥障

の抵抗力により左右されるものと，思考される。

(4) 殻熱は主要な徴伎の一つで、あるが，大量

l!i;i投913例では蕗j投典後2日以i人HC護熱を示すに反
し f徴投景}荏由z岩j投よ興品持u例夕刈1でで.は Gι一1臼2r口l の押f伏r}~J明l型別lリを以て護

安熱Aれ[しノたo (第 11;"，¥¥参照)

(5)強約lGの熱製は11frl陪によって夫々具なるJ
@pち暫時熱jう五路flli誌のみを示したもの5llJ1.初
め暫時熱jう主桔留熱を示した後弛張熱へ移行した

もの4iiJ'l， ~f1; Mì弛;Jl~熱のみを示 Lたもの 1 孤であ

る。他の 2ï頂は J比ー血11"~死を遂げたにも Jもjわら歩著

明友殻熱を示さなかったa 裂病ISの内，弛張熱が

長く績き且つHi::ω叫に大となり同時に!日民主主の士宮
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加するものは議後不良で‘ある。(第1闘参照)

16¥ 殻病民の内，敗血症紙と合i井して闘官ii炎
或は審甲腫を惹起したものが各1頭あった。

(7) 白血球教は感染寅施後最初の護熱時に減

少した。護熱が一過性のものでは下熱と共に増多

に榔じたが，護熱の延引したものでは設熱中と難

も士宮多症に特じた。共の後感染耐過例では1111もな

く正常値に復師したが，症i!Kの漸:)(ffl.I;化したもの
では増減を繰返し，瀕死期には例外Jj:(減少症に

陥った。(第1騎j参照)

(81 感染宣施後最初の護熱時及び強後不良例

に於て，梓板球が増加する。(第2f!副参照)

191 生前流血中から財流産菌を検出し符たも

のは 7顕である。之等は何れも感染寅施後最初jの

護熱直前或は直後の時期に検出されたが， との内

政血症般を示した3頭に於ては爾後も屡々検出さ

れた。糞便中から菌を検出したものは 6頭でるる

が，連鎖して検出したものは 2頭でるり，之等は

共に敗血症Mを示していた。叉との2頭に於ての

み成中からも菌を検出した。{第2表参照)

(10¥ 欧血症例6到に於ては殆ど杢身各部位か

ら菌.を検出した。然し護病耐過例6頭は，仰れも

感染寅施後40-60日の経過で殺底分したが 2頭

では全く菌が検出されす~，他の 4頭では 1-2i林口

節に菌tr:検出したに過ぎ友い。(第2表参照)

住1¥ 説集素は9頭に於て出現し，との内4頭

は顕著に上昇したが何れも敗血症献を呈したもの

でるる。又一旦顕著に上昇後短時日11日に下降し始

めたもの 3頭，軽度の上昇に止まったものは2頭

であって，之苛C5頭は何れも殻病を軽く耐過し，

屠殺後の菌検索に於ても僅か1-2淋巴首iに菌を保

有していたに過ぎない。 1主主詮凝集者を誰明し得な

かった 3到の内 2IDlはi&血!JIE死を遂げた。(封印i品i

及び第2去参照)

間沈降及び布n関車/i合反!庄は説集反W.¥と大睦
平行して出現泊、長した。

側 室主病おの内藤集及び沈降反!~(の陰性を示

した 3J項では，有n悼結合反!症のみが軒度にfH現し
た6 之等3頭は何れも生後 6013未満のもωでる

'01と事は注目を要する。

凶 室主主'4耐過例に於ける共通的な1'';IJ検所・見は

P氏板の腫脹を伴なう慢性カタール性胃腸炎でる

る。完工会改血症死例に於てもカタ{ル性腸炎が共・

過して認められた外，牌腫，杢身淋巴色(jiの腫大，

肝腎のj凶濁腫脹，心室の損張註ぴに心筋のi園濁45

が見られた。な~化膿性前腸間膜根動脈鼎或は膿

筋(右股廿前面己の存したものも各1頭あった。(第

3去参照)

本研究ほ文部省科書喜研究費によって行われた

事を記，し深甚友る謝意を去する。 2主主旨格始御懇15

2主御指導と御校閲の労を賜わった千戸教授に衷心

より感謝し，又御指導を戴いた故北里研究所部長

葛西博士に詰謝する。Jj:Ja-助力を頂いた元帯Jji農

業専門事校坂井教授及び教室員粛藤製士にJ1)与謝し

仰せて山極，詰~j;1:111岡敬疫の貴重なる御助言を詰謝

ナる。
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Resume 

The infectious equine abortion and the disease of foals caused by infection withSalmonella abo・

rtivoequina are very prevalent in Hokkaido. We tried to investigate the behavior of foals against the 

infection with abortion bacilli throughout the course of the diseases. Fifteen foals (1-8 months old) 

were peroralIy inoculated with Salmonella abortivoequina. The present report describes the results 
of clinical， bacteriological and serological as well as pathological-tests in those experimental foals. 
The results are summarized as fellows: 

1) Five out of 9 foals which wcre administered a very minute dose of living bacilli such aS 0.5-2 

million (1/1260-1/260 cc・ofgastric cont巴E巾 ofaborted fetus)， revealed the symptoms of infection. But 
all of 6 foals inoculated with larger dose (more than 50 mg of culture) indicated paratyphoid infection. 

2) 1t seems to be that the severity of the course of the disease does not depend upon the inocul-

ated dose of the organism; however， it does seem to depend upon the individual susceptibility. 
3) The febrile reaction is the ehief clinical manifestation of the disease. All foals which were 

given a large dose of the organism revealed the rise of temperature within 2 days after inoculation， 
however， foals with a small dose， took 6 to 12 days to reveal febrile reactions. 
4) The types of fever are not identical in each case. 5 cases showed febris ephemera or febris 

contimia， 4 cases turned to febris remittens from febris ephemera or continua， and 1 case showed 
febris remittens throughout the course of the disease. But， 2 fatal cases from septicemia. did not 
show any appreciable rise in tempcrature. 

5) When fever manifests the type of febris remittens， the temperature varies more than 1-20C in 
the morning and evening， and pulse becomes aαelerated; the animals may die. 
6) When febrile attack appears， leucopenia will occur， and when the temperature becomes normal， 
it will turn to leucocytosis. When the disease is severe， the number of leucocytes becomes irregular， 
however， in the agonal stage， it always demonstrates leucopenia. The band form of neutrophile 
leucocytes increases in number relatively during the period of febrile attacks and also in cases of severe 
disease terminating in death. 

7)1n 7 cases， the inoculated organism could be detected in the circulating blood preceeding or soon 
after .the first rise of temperature. 1t was also detected in the feces of 6 cases.. Howev 


